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春から雪を前にした１１月まで牛の放牧がおこなわれ、冬の間は牛舎で過ごしています。

目　次

2〜3P

7P

8P

6P

4P

5P

農を語る「農事組合法人 楽農くらがき」 川口 勝彦さん

中山市長に意見書を提出しました。 ぼいす −声−

郷土料理

意見書

利用権設定における賃借料のお知らせ

農業者年金に加入しませんか！「年金の特徴とメリット」
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農業委員会だより農業委員会だより

3 2

［
略
歴
］

［
略
歴
］

　

私
の
農
業
歴
は
ま
だ

　

私
の
農
業
歴
は
ま
だ
1010
年
と
駆
け
出

年
と
駆
け
出

し
者
で
す
。
同
時
に
「
奥
大
野
区
長
」

し
者
で
す
。
同
時
に
「
奥
大
野
区
長
」

と
「
国
営
農
地
奥
大
野
団
地
管
理
組
合

と
「
国
営
農
地
奥
大
野
団
地
管
理
組
合

組
合
長
」
も

組
合
長
」
も
1010
年
間
や
っ
て
ま
す
。
ま

年
間
や
っ
て
ま
す
。
ま

た
、
た
、
1919
年
前
に
発
足
し
た
「
農
事
組
合

年
前
に
発
足
し
た
「
農
事
組
合

法
人
楽
農
く
ら
が
き
」
の
代
表
を
３
年

法
人
楽
農
く
ら
が
き
」
の
代
表
を
３
年

前
に
前
任
者
か
ら
引
き
継
い
で
法
人
経

前
に
前
任
者
か
ら
引
き
継
い
で
法
人
経

営
を
担
っ
て
い
ま
す
。

営
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
２
年
前
か
ら
多
面
的
機
能
支

　

更
に
、
２
年
前
か
ら
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
事
業
の
広
域
化
組
織
大
宮
町

払
交
付
金
事
業
の
広
域
化
組
織
大
宮
町

広
域
協
定
運
営
委
員
会
（
現
在
８
地
区

広
域
協
定
運
営
委
員
会
（
現
在
８
地
区

が
加
入
）
の
代
表
も
し
て
い
ま
す
。

が
加
入
）
の
代
表
も
し
て
い
ま
す
。

［
地
域
の
現
状
］

　

奥
大
野
地
区
は
人
口
７
９
８
人
、

３
２
２
世
帯
で
、
農
地
面
積
は
水
田

47
・
２
ha
、
畑
12
・
７
ha
（
水
田
、
畑

地
も
圃
場
整
備
完
了
済
）
平
地
農
村
で

す
。

波
国
波
国
丹
波
郡
倉
垣
庄（
く
ら
が
き
の
し
ょ

丹
波
郡
倉
垣
庄（
く
ら
が
き
の
し
ょ

う
）
う
）
と
定
め
ら
れ
、
以
来
そ
の
名
称
が

地
域
に
定
着
し
た
こ
と
が
由
来
）
が
発

足
し
、
新
し
い
農
業
を
行
う
担
い
手
と

し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

［
地
域
農
業
の
課
題
］

　

当
地
区
も
農
家
の
減
少
に
伴
い
谷
地

　

当
地
区
で
は

　

当
地
区
で
は
2525
年
前
に
奥
大
野
村
づ

年
前
に
奥
大
野
村
づ

く
り
委
員
会
が
発
足
し
、
地
域
の
課
題

く
り
委
員
会
が
発
足
し
、
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
た

解
決
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
あ
る
地
域
課
題
の
中
で
も
地
域

農
業
の
将
来
も
大
き
な
課
題
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
別
組
織
と
し
て
奥
大
野
地

域
農
場
づ
く
り
協
議
会
を
立
ち
上
げ
そ

の
課
題
解
決
に
向
け
て
検
討
を
始
め
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
中
、
農
事
組
合
法

人
楽
農
く
ら
が
き
（
く
ら
が
き
と
は
、

当
地
区
が
西
暦
１
３
５
年
の
時
代
に
丹

田
や
一
般
畑
地
の
荒
地
化
と
農
道
、
水

路
と
い
っ
た
農
業
用
施
設
の
管
理
不
足

が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人

完
結
型
の
農
家
が
ほ
と
ん
ど
で
、
な
お

か
つ
水
田
の
水
稲
作
と
国
営
農
地
の

畑
地
栽
培
と
い
う
地
域
の
特
殊
性
も
あ

り
、
集
落
に
目
を
向
け
た
集
落
営
農
の

取
り
組
み
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

［
地
域
農
業
の
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
］

　

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
区
長
と
し

て
地
区
の
総
合
計
画
を
策
定
し
、
そ
の

川川か
わ
ぐ
ち

か
わ
ぐ
ち口口  

勝勝か
つ
ひ
こ

か
つ
ひ
こ彦彦

さ
ん
さ
ん

農
事
組
合
法
人

農
事
組
合
法
人

楽楽ら
く
の
う

ら
く
の
う農農
く
ら
が
き

く
ら
が
き

代
表
理
事

代
表
理
事

～ 

最
先
端
の
田
舎
を
目
指
し
て 

～

中
に
今
後
の
地
域
農
業
の
将
来
像
の
必

要
性
を
明
記
し
ま
し
た
。
そ
の
総
合
計

画
に
基
づ
き
奥
大
野
京
力
農
場
プ
ラ
ン

の
策
定
（
Ｈ
25
当
初
、
Ｈ
29
第
１
回
見

直
し
）
を
行
な
い
、
次
い
で
、
倉
垣
集

落
農
場
経
営
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画

を
作
成
し
、
５
年
間
の
目
標
や
数
値
目

標
と
し
て
①
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活

用
し
た
農
地
の
流
動
化
、
集
積
化
（
水

田
30 

ha
、
畑
地
12 

ha
）、
②
農
業
就
業

状
況
（
集
落
内
組
織
法
人
３
法
人
、
中

核
的
担
い
手
９
組
織
等
）
行
動
指
針
、

工
程
表
を
定
め
ま
し
た
。
そ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
計
画
に
基
づ
き
、
ま
ず
地
権

者
と
耕
作
者
か
ら
同
意
を
得
て
、
奥
大

野
農
用
地
等
利
用
改
善
組
合
設
立
と
農

地
中
間
管
理
事
業
に
取
り
組
み
、
水
田

74
％
、
国
営
畑
地
１
０
０
％
の
契
約
を

完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
現
在

も
継
続
し
て
地
権
者
と
耕
作
者
に
理
解

を
得
な
が
ら
同
意
を
得
る
努
力
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
と
並

行
し
て
地
域
の
中
核
的
法
人
を
育
成
す

べ
く
毎
年
農
閑
期
の
11
月
か
ら
翌
年
の

３
月
ま
で
月
２
回
ペ
ー
ス
で
中
小
企
業

経
営
実
務
冬
季
集
中
セ
ミ
ナ
ー
を
出
入

り
自
由
な
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。
私
も
そ
の
セ
ミ
ナ
ー

で
学
ん
だ
成
果
を
活
か
し
て
農
事
組
合

法
人
楽
農
く
ら
が
き
を
引
き
継
い
で
か

ら
自
前
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
や
米
倉
庫

を
Ｊ
Ａ
か
ら
融
資
を
受
け
て
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
水

稲
栽
培
面
積
が
1.4 

ha
か
ら
8.0 

ha
、
受
託

面
積
も
０
か
ら
6.5 

ha
に
拡
大
し
、
収
益

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
倉
垣

し
あ
わ
せ
米
を
法
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
さ
せ
、
も
ち
米
と

米
粉
も
商
品
化
し
て
収
益
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
法
人
の
基
本
理
念
に
奥
大
野

か
ら
遊
休
地
を
出
さ
な
い
と
の
方
針
の

も
と
、
規
模
拡
大
の
大
半
が
遊
休
地
を

活
用
し
た
も
の
で
、
そ
の
結
果
地
域
か

ら
谷
地
田
の
一
部
を
除
き
遊
休
地
が
見

ら
れ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、女
性
５
人
で
立
ち
上
げ
た
「
株

式
会
社
自
然
耕
房
あ
お
き
」
も
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
で
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

私
が
法
人
経
営
を
引
き
継
い
で
か
ら

大
宮
南
小
学
校
の
５
年
生
に
田
植
え
か

ら
稲
刈
り
、
籾
摺
り
を
し
て
お
米
に
な

る
ま
で
を
毎
年
体
験
し
て
も
ら
っ
て
、

子
供
た
ち
の
人
間
力
強
化
に
寄
与
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
体

験
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
質
問
に

答
え
る
形
で
講
師
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

奥
大
野
農
用
地
等
利
用
改
善
組
合
が

で
き
た
こ
と
で
離
農
後
の
調
整
・
受
け

皿
や
有
害
鳥
獣
防
除
施
設
の
要
望
組
織

と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

大
宮
町
区
長
協
議
会
の
代
表
と
し
て

持
続
可
能
な
地
域
自
治
の
確
立
を
目
指

し
て
大
宮
町
地
域
会
議
設
立
準
備
会
を

立
ち
上
げ
、
第
一
段
階
と
し
て
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
事
業
の
広
域
化
を
進

め
、
令
和
元
年
に
５
地
区
の
加
盟
で
大

宮
町
広
域
協
定
運
営
委
員
会
を
設
立
し

ま
し
た
。
今
年
は
、
３
地
区
が
加
わ
り

８
地
区
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
各
地
区

か
ら
事
務
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、

職
員
を
１
名
雇
用
し
、
各
地
区
の
事
務

軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

［
今
後
の
展
望
］

　

私
た
ち
の
法
人
や
「
株
式
会
社
自
然

耕
房
あ
お
き
」
も
ま
だ
小
さ
な
中
小
企

業
で
あ
り
、
大
き
な
こ
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
地
域
の
限
ら
れ
た
農
地
の
中
で
高

収
益
の
農
産
物
を
生
産
、
販
売
し
、
当

面
地
域
内
の
農
業
者
で
１
億
円
の
売
り

上
げ
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
の
法
人
で
は
今
年
か

ら
地
産
地
消
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
地

域
の
方
に
お
米
の
販
売
予
約
を
募
り

１
３
０
袋
の
予
約
申
し
込
み
が
あ
り
ま

し
た
。
初
め
て
の
取
り
組
み
で
不
安
で

し
た
が
、
都
会
へ
出
て
い
る
家
族
に

送
っ
て
や
り
た
い
な
ど
評
判
も
良
く
、

今
後
も
継
続
し
て
シ
ェ
ア
拡
大
を
目
指

し
て
行
き
た
い
で
す
。

　

さ
ら
に
、
私
た
ち
の
法
人
の
構
成
員

は
21
名
い
ま
す
が
、
多
種
多
様
な
職
業

経
験
者
で
す
の
で
、
一
人
で
は
し
ん
ど

い
農
業
で
も
力
を
合
わ
せ
れ
ば
強
力
な

仕
事
が
で
き
ま
す
。
私
は
、
組
合
員
加

入
に
つ
い
て
は
誰
で
も
ウ
エ
ル
カ
ム
で

興
味
の
あ
る
人
を
迎
え
入
れ
て
楽
し

く
、
儲
か
る
農
業
を
目
指
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

大
宮
町
で
は
、
京
力
農
場
プ
ラ
ン
が

各
地
区
で
順
次
策
定
さ
れ
、
奥
大
野
地

区
と
同
じ
よ
う
に
農
用
地
利
用
改
善
組

合
の
設
置
や
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推

進
に
よ
っ
て
利
用
権
設
定
が
拡
大
し
、

担
い
手
に
農
地
の
利
用
集
積
が
図
ら
れ

て
遊
休
地
の
解
消
と
担
い
手
の
経
営
基

盤
強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
様
々

な
広
域
的
な
取
り
組
み
が
進
ん
で
お

り
、
農
業
委
員
会
大
宮
地
区
定
例
会
に

大
宮
区
長
会
と
大
宮
町
広
域
協
定
運
営

委
員
会
の
代
表
者
が
参
加
し
、
京
力
農

場
プ
ラ
ン
の
策
定
や
そ
の
後
の
取
り
組

み
、
更
に
は
遊
休
地
の
解
消
活
動
な
ど

今
ま
で
に
な
か
っ
た
農
業
委
員
会
が
地

域
と
一
緒
に
な
っ
て
農
地
開
発
の
規
制

と
地
域
農
業
活
性
化
の
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
仕
組
み
が
上

手
く
機
能
す
れ
ば
、
こ
の
取
り
組
み
モ

デ
ル
を
市
内
各
町
へ
と
展
開
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
は
農
家
も
一
般
の
中
小

企
業
と
考
え
て
い
る
の
で
、
中
小
企
業

経
営
実
務
冬
季
集
中
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ

て
「
商
品
を
、
お
客
様
に
、
販
売
し
て
、

儲
け
る
」
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
が
で
き
た
ら
経
営
は
継
続
す
る
と

勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
私

の
こ
の
文
章
を
読
ん
で
共
鳴
さ
れ
た
方

は
一
度
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
覗
き
に
来
て

い
た
だ
き
、
仲
間
に
な
れ
た
ら
夢
は
計

画
に
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

文
／
川
口
勝
彦
さ
ん



1  田（水稲）の部

２  畑の部

平 均 額 最 高 額 最 低 額 備 考筆　数

峰山町

大宮町

網野町

丹後町

弥栄町

久美浜町

7 ,000

7 ,200

10 ,400

6 ,300

8 ,400

7 ,400

7 ,700

20 ,000

16 ,000

17 ,300

12 ,500

11 ,700

17 ,500

1 ,500

2 ,900

2 ,400

1 ,800

5 ,000

800

155

82

57

183

69

300

846(参考）
京丹後市平均

締結（公告）された
地　域　名

平 均 額 最 高 額 最 低 額 備 考筆　数

峰山町

大宮町

網野町

丹後町

弥栄町

久美浜町

10 ,300

10 ,000

16 ,200

15 ,000

15 ,200

13 ,900

13 ,400

15 ,000

10 ,000

40 ,300

15 ,000

20 ,000

17 ,000

1 ,700

10 ,000

5 ,000

15 ,000

15 ,000

5 ,200

23

169

38

8

110

219

567

一般畑・
国営農地

一般畑・
国営農地

一般畑・
国営農地

国営農地

国営農地

国営農地

(参考）
京丹後市平均

締結（公告）された
地　域　名

※　農業委員会では、契約中で終期を迎える利用権の設定に係る終期通知書を耕作者に送付しています。
　　お手元に通知書が届きましたら、引き続き利用権設定の更新手続をお願いします。
　　また、契約をされずに耕作されている農地がありましたら、利用権の設定をされるよう手続きをお願いします。

　平成３１年１月から令和元年１２月までに締結（公告）された賃借権における賃借
料水準（１０a当たり）は、以下のとおりとなっております。
　この賃借料情報はあくまで目安です。貸し手と借り手が十分に話し合い、お互い
が納得できる額で設定して下さい。

利用権設定における賃借料のお知らせ利用権設定における賃借料のお知らせ利用権設定における賃借料のお知らせ

（単位：円）

（単位：円）
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　農業委員会は、令和２年１０月２９日、
中山市長に「農地等の利用の最適化の推進
に関する施策に関する意見書」を提出しま
した。意見書は、農業が抱える問題を解決し、
農業者が将来を見据え、持続的に農業経営
が行えるよう、京丹後市が取り組むべく必
要性を述べ、特段の措置を講じていただく
よう提出しています。

１．新型コロナウイルス感染症に係る支援
　　対策について

　今後、新型コロナウイルス感染症の感染拡大
が懸念されるなか、本市の農業への影響を早急
に把握し、農業者が安心して農業経営を継続で
きるよう施策を講じること。

（1）販路開拓の取組に対する支援
（2）事業の継続・転換のための機械・設備の導入	
	 に対する支援

２．京力農場プランの実質化と地域支援に
　　ついて

　京力農場プランの実質化については、市が進
めている町づくりと連携した取り組みとなるよ
う、関係部局との協力体制を整備し積極的な推
進を図ること。

（1）地域の中核的担い手等に対する農業用機械更	
	 新時の支援
（2）水田版の丹後農業実践型学舎の創設
（3）集落営農の組織化と法人化の推進
（4）農道・水路法面の除草管理に対する地域支援
（5）市外からの新規就農者の積極的な受け入れの	
	 推進

（6）市内農業後継者の経営継承に対する支援
（7）農地中間管理機構を活用した利用権設定の推	
	 進
（8）地域への府営ほ場整備事業等の土地改良事業	
	 の周知
（9）取り組みやすい簡易な小規模基盤整備（畦畔	
	 除去等）補助事業制度の創設

３．京丹後市産農産物の認知度の向上に
　　ついて

　新たな流通体制の強化や販路開拓を早期に実
現するとともに、観光等の異分野との連携強化
においても積極的に推し進め、市内農産物の知
名度の強化とブランド力の向上を図る仕組みづ
くりを構築すること。

（1）市内農産物を活用したふるさと納税返礼品の	
	 充実
（2）農業者への地域商社支援事業のＰＲ
（3）ご当地米応援登録制度の拡充
（4）コシヒカリに代わる新品種の普及推進

４．野生鳥獣被害対策について
　防護柵等設置事業の計画的実施による地元負
担の軽減と、捕獲個体の埋設処理支援事業の拡
充及び捕獲個体処理施設の継続検討を進めるこ
と。

５．実施体制の強化について
　各種施策を実施するため農林部局内の職員体
制の強化と、農業委員会事務局職員の定数を満
たすこと。

情報

中山市長 梅田会長 吉岡職務代理

中山市長に意見書を
提出しました！



～農業者年金に加入し安心で豊かな老後を～

農業者年金の特徴農業者年金の特徴

農業者年金のメリット農業者年金のメリット

※詳しくは農業委員会またはＪＡ、あるいは農業者年金基金へお問い合わせください。※詳しくは農業委員会またはＪＡ、あるいは農業者年金基金へお問い合わせください。※詳しくは農業委員会またはＪＡ、あるいは農業者年金基金へお問い合わせください。

農業者年金
について

保険料補助を受けない
「 通常加入 」 と、
保険料補助を受ける
「 政策支援加入 」
があります。

加入も脱退も 自由 であり、脱退
された場合、それまでに加入者が
支払った保険料と年金裁定まで
の間の運用益は、加入期間にかか
わらず年金として支給されます。

20歳以上 60歳未満 の
国民年金の 第1号被保険者 で、
年間60日以上 農業に従事する
方。

認定農業者・認定就農者で青色申告等の一定の条件を満たす担い手農業者の方は政策支援の対象となり認定農業者・認定就農者で青色申告等の一定の条件を満たす担い手農業者の方は政策支援の対象となり、、
基本となる保険料（2万円）のうち、国から 基本となる保険料（2万円）のうち、国から 保険料助成（月額 6千円から1万円）保険料助成（月額 6千円から1万円）が受けられます。が受けられます。
保険料助成を受けるには、60歳までに保険料納付期間が 20年見込まれることや、必要経費控除後の農業所保険料助成を受けるには、60歳までに保険料納付期間が 20年見込まれることや、必要経費控除後の農業所
得が 900万円以下であること等の要件を満たす必要があります。得が 900万円以下であること等の要件を満たす必要があります。

支払った保険料は、全額（年額 12万円から80万 4千円）が社会保険料控除の対象となり、保険料などの
年金資産に対する運用益も非課税です。また将来受け取る年金は、公的年金等控除の対象となり、65 歳以
上であれば、公的年金等の合計額が110万円までは全額非課税となります。

年金は65歳から生涯支給されます。仮に80歳までに亡くなられた場合でも、死亡した翌月から
80歳までに受け取るはずであった農業者老齢年金が、死亡一時金として遺族に支給されます。

保険料は、月額2万円から6万 7千円まで千円単位で自由に選択 ができ、
農業経営の状況に応じて、いつでも見直すことができます。

農業者年金は、自分が積み立てた保険料とその運用実績により、将来受け取る年金額が決まる「積立方式・
確定拠出型」の年金です。この「積立方式・確定拠出型」の年金は、保険料を支払っている方や年金を受給
している方の数が増減したとしても、その影響を受けない財政的に安定した制度です。

農業者者年金に加入者年 し安心 豊豊かな老後豊か 後を後を

農業者農業者
年金の年金の とと

農業者年金制度は農業者のための年金制度で、農業者の
老後生活の安定と、保険料の助成を通じて担い手を
確保・育成するという目的を持った政策年金です。

農業者年金に加入する場合
2つの種類があります農業者年金の加入資格 加入と脱退は自由

農業者年金の特徴

農業者年金のメリット

農業者
年金の と

少子高齢化に強い年金です1

2

3

4

5 認定農業者・認定就農者等の担い手には、保険料の国庫補助があります

社会保険料控除など税制上の優遇措置があり、所得税等の節税につながります

終身年金で80歳までの保証付きです

保険料の額は自由に決められ、いつでも変更できます

認定農業者・認定就農者で青色申告等の一定の条件を満たす担い手農業者の方は政策支援の対象となり、
基本となる保険料（2万円）のうち、国から 保険料助成（月額 6千円から1万円）が受けられます。
保険料助成を受けるには、60歳までに保険料納付期間が 20年見込まれることや、必要経費控除後の農業所
得が 900万円以下であること等の要件を満たす必要があります。
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私
は
若
い
農
家
に
農
地
利
用
の
必
要

性
を
伝
え
て
行
き
た
い
と
言
う
意
気
込
み

か
ら
、
農
業
委
員
に
立
候
補
し
市
長
よ
り

任
命
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
２
年

目
を
迎
え
、
大
変
責
任
の
あ
る
重
要
な
職

務
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
農
業

委
員
の
任
期
は
３
年
で
す
が
、
し
っ
か
り

と
任
務
を
務
め
て
行
か
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

少
し
、
私
の
遊
地
区
の
米
作
り
の
現

状
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
水
稲
は
約

2.5 

ha
ぐ
ら
い
で
す
。
そ
れ
を
９
名
の
農
家

お
い
し
い
お
米
を
作
り
ま
し
ょ
う

（
担
当
地
区
／
網
野
町
島
津・仲
禅
寺・掛
津・遊・三
津
）

農
業
委
員
　
稲い

な  

岡お
か

　
次つ

ぐ  

雄お

全国農業新聞を購読してみませんか？
　全国農業新聞は公的代表機関である農業委員会系統組織
が発行する週刊の農業総合専門紙です。「週刊」ということか
ら日々の報道には限界がありますが、むしろ週刊の時間を活かし、
大切な情報をわかりやすくまとめています。
　また、多くの読者の皆様に満足して頂けるよう、家族全員が
楽しめる記事も充実しています。さらに、全国４７都道府県にあ
る支局の充実により、地域の元気で特徴ある明るい話題や地
域独自のイベント情報などの提供に努めています。

購読の申込みは京丹後市農業委員会へお気軽に連絡ください。

全国農業
新聞NATIONAL

AGRICULTURAL
NEWS

が
耕
作
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
20
ａ
以
下
の
兼
業
農

家
で
す
。
私
か
ら
見
れ
ば
、
50

～
60
歳
の
若
い
世
代
で
す
。
親

か
ら
引
き
継
い
だ
田
ん
ぼ
を
頑

張
っ
て
守
っ
て
お
り
、
農
道
の

草
刈
り
や
電
気
柵
（
共
同
）
の

設
置
作
業
も
率
先
し
て
行
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

遊
の
農
地
は
彼
ら
に
よ
り
守
ら

れ
て
行
く
で
し
ょ
う
。

　

次
に
私
の
米
作
り
に
つ
い
て
少
し
触

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
委
員
の
中
で
一
番
の
高
齢
で
あ

り
、
小
さ
な
農
業
者
で
す
。
水
田
は
30

ａ
、
畑
は
10
ａ
。
水
田
の
内
10
ａ
は
耕
運

機
で
耕
し
、
代
掻
き
を
し
て
Ｊ
Ａ
よ
り
購

入
し
た
苗
の
植
え
付
け
は
歩
行
用
田
植

え
機
と
又
そ
の
一
部
は
手
植
え
を
し
て
い

ま
す
。
肥
料
も
手
で
振
っ
て
い
ま
す
。
稲

の
刈
り
取
り
も
一
部
は
手
で
刈
り
、
わ
ら

で
束
ね
て
稲
木
に
掛
け
、
約
15
日
～
20

日
干
し
て
脱
穀
調
整
（
籾
摺
り
）
を
し
て

い
る
よ
う
な
、
時
代
遅
れ
の
米
作
り
で

す
。
よ
く
人
か
ら
何
で
そ
ん
な
に
し
て
ま

で
す
る
の
か
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
私

に
は
楽
し
く
、
元
気
の
素
な
の
で
す
。

　

取
れ
た
米
は
我
家
の
１
年
分
を
残
し

て
後
は
子
供
達
や
親
戚
に
あ
げ
て
い
ま

す
。
皆
が
喜
ん
で
く
れ
ま
す
の
で
今
後
も

頑
張
っ
て
作
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
販
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
大
赤
字

で
す
。
近
年
丹
後
も
高
齢
化
に
よ
り
年
々

耕
作
す
る
人
が
少
な
く
な
り
、
荒
れ
た

田
ん
ぼ
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、
寂
し
い

思
い
が
し
ま
す
が
丹
後
地
方
は
大
き
な

自
然
災
害
も
少
な
く
、
農
業
を
す
る
に
は

適
し
て
い
る
所
だ
と
思
い
ま
す
。
丹
後
は

米
作
り
の
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
若
い
世
代
の
人
達
が
一
人
で

も
多
く
農
業

に
関
心
を
持

ち
、
携
わ
っ

て
も
ら
え
た

ら
と
願
っ
て

い
ま
す
。

（79歳）
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豆
乳
鍋

青木 美恵 委員

郷土
料理豆

乳
…
…
…
５
０
０
㏄

こ
ぶ
だ
し
…
１
０
０
０
㏄

に
ん
に
く
…
１
片

し
ょ
う
が
…
１
片

み
り
ん
…
…
大
さ
じ
１
～
２

味
噌
…
…
…
大
さ
じ
１
～
２

練
り
ご
ま
…
大
さ
じ
１
～
２

バ
タ
ー
…
…
20
㌘

塩
…
…
…
…
少
々

【
材
料
】
３
～
４
人
分

き
の
こ
類

豆
腐

白
菜

人
参

そ
の
他
お
好
み
の
冬
野
菜

魚
・
豚
・
鶏
・
肉
だ
ん
ご
等
　々

お
好
み
で

ご
は
ん

チ
ー
ズ

【
作
り
方
】

　

１
．
お
鍋
に
①
の
材
料
を
入
れ
て
塩
で
味
を
調
え
②
の
具
材
を
加
え
煮
る
。

　
　
　

○
豆
乳
が
入
っ
て
い
る
の
で
強
火
は
避
け
る
。

　

２
．
残
り
汁
に
ご
は
ん
を
入
れ
火
に
か
け
、
最
後
に

　
　
　

チ
ー
ズ
を
の
せ
て
リ
ゾ
ッ
ト
に
！

注

①

②


